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難民などの外国出身者の座談会 にお越しください ( 入場無料 )

予告
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　難民などの外国出身者が日本で安定した生活基盤を築き、安心して暮らせることを目標に、主に高校生と大学生を対象に
2つのワークショップを開催します。同時に個人面談によって一人ひとりの進路や生活上の相談に応じ、卒業後の自立に向けて、
長期的な目標設定をサポートします。

進路選択
�自立を見すえた進学とは？ 学部・学科を知り、
進学目的を明確にするため、先輩がアドバイス

就職活動
就職後の進路設計と、目標達成までのスケジュール
づくりを講師と共にディスカッション＆発表

難 民などの外国にルーツがある学生のキャリア支援
進路に悩む高校生・大学生の参加者を募集します

日　時　　2019年8月15日㈭　11：00 ～17：00（予定）
会　場　　AAR Japan [ 難民を助ける会 ] 会議室 ( 東京都品川区 / JR 目黒駅徒歩3分 )

高校生
向け

大学生
など
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受験や就職について相談し合う研修会です

日本で活躍する難民の方々が語ります

テーマ 「インドシナ難民受け入れから40年～日本で学び、働く私たち」
　インドシナ難民として来日し、就学支援を受けて卒業した元支援生たちは今、日本の多文化社会の担い手として働い
ています。仕事や子育て、親の介護の悩みを抱えつつ、日本を第二の祖国と定めて生きてきた元支援生が、これまでと
これからを見つめて話します。ぜひご参加ください。

日　時　　2019年11月17日㈰　15：00 ～17：00（予定）
会　場　　日本青年館 カンファレンスルーム イエロー
　　　　　( 東京都新宿区 / 東京メトロ外苑前駅徒歩5分 )

終了後には卒業生や学習支援ボランティアの
方々の同窓会を行います。（参加費 4,000円）
くわしくは次号のニュースレターでご案内し
ます。

AAR Japan [難民を助ける会] + さぽうと21 設立40周年記念
Since1979

ワークショップ
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E-mail：
〒141-0021
東京都品川区上大崎2-12-2ミズホビル6階

03-5449-1331
info@support21.or.jp

FAX：

URL：

03-5449-1332

http://www.support21.or.jp

社会福祉法人さぽうと21は…
認定NPO法人難民を助ける会（AAR 
Japan）を母体に、その国内事業を受け継
ぎ、社会福祉法人として1992年に設立さ
れました。
日本で生活する難民やその家族、定住外
国人などの相談に乗り、学業継続のため
の就学支援や学習支援など、自立を後押
しする活動を行っております。また、日本
人の学生には、pp奨学金を2017年度か
ら実施しています。

私たちの活動を応援してくださる方を
求めています！

■会　員：法人会費	50,000円／個人会費5,000円
■ご寄付：随時受付
■マンスリーサポーター：随時受付

会費・ご寄付とも税法上の優遇措置が受けられます

◆会費・寄付のご送金口座◆

ゆうちょ銀行 振替口座：00180ー7−25470
加入者名：社会福祉法人 さぽうと２１

三井住友銀行 目黒支店（普）851872
名 義：社会福祉法人 さぽうとにじゅういち

み ず ほ 銀 行 目黒支店（普）1180279
名 義：社会福祉法人 さぽうとにじゅういち

三菱UＦＪ銀行 目黒駅前支店（普）1390060
名 義：社会福祉法人 さぽうとにじゅういち

※通信欄に会費または寄付とご明記ください

※銀行振込み後は事務局までご一報ください

生活支援プログラムの募集再開に向けて

就職活動で東京・愛知・

大阪を往復しています
� （人間科学部4年）

臨床実習が始まり

ました�（医学部5年）

将来国際教育に携わりたいので、本を読んだり

先生方の体験談を聞いたりしています�（大学2年）

夏休みを利用して短期

インターンに参加したい

です� （文学部3年）

平日10時～ 6時まで研

究室に通い、実験をし

ています�（理工学部4年）

ブラジル人学校でフィー

ルドワークをしました
�（教育学研究科 博士1年）

日本語能力試験にかかわる

アルバイトをしています
� （教育学研究科 修士1年）

受験前に英検準1級を取り

たいです� （高校３年）

第一志望の企業か

ら内定を頂きまし

た� （教育学部4年）

　生活支援プログラムは、日本育ちの外国出身者を対象とした、数少ない返済不要の奨学金です。今年は内容の大
幅な見直しのため、継続希望者を中心に、坪井一郎・仁子学生支援プログラムと合わせて33名の自立を支援してい
ます。（ルーツはベトナム、中国、ブラジル、ペルーなど9ヵ国。）
　進学希望者から、来年度の応募について早くもご相談を受けています。生活支援生の募集再開のために、皆さま
のご支援を心よりお願い申し上げます。

支援生の声


